　


CSRを構築し、社内に根付かせるプロセスはたいへん重要で、そのプロセスそのものが、CSRに魂が入るかどうか、
という試金石でもあります。今回はＣＳＲ推進に関わる日本や米国の多様な企業事例をうかがい、 ＣＳＲを企業に根付かせるために何を、どう実践すべきなのか、その中でフィランソロピーが果たす役割は何かを参加者の皆さんと共に考え、議論する場にしたいと思います。なお、セミナー終了後に懇親会（参加費３，０００円）も同会場にて開催いたしますので、ご出席者間の交流・情報交換の場として、ぜひご参加ください。　　
＜会  場＞　　三井物産株式会社　１２階 １－２、１－３号会議室　（裏面地図をご参照ください）
〒100-0004　東京都千代田区大手町一丁目2番1号
・地下鉄｢大手町｣駅　徒歩３～８分 （地下道｢Ｃ５出口｣が直結しています） 
　　　　　　　  　　・地下鉄「竹橋」駅　徒歩５分
　　　　　　　  　　・ＪＲ「東京」駅 丸の内北口　徒歩１５分
＜参加費＞  　一般（企業・団体・個人） ３，０００円   会員（企業・個人） ２，０００円　  学生 １，５００円　　　

＜定  員＞　　７０名

＜問合せ先＞　社団法人日本フィランソロピー協会　担当：仁部智子（にべともこ）
　　　　　 TEL：03－5252－7580　FAX:03－5252－7585　E-mail seminar@philanthropy.or.jp
〒100-0005　東京都千代田区丸の内2-6-1古河ビル618

　　　　　　　　　　　　　　　第１８９回　定例セミナー申込　　
日本フィランソロピー協会　仁部　行　（FAX　03－5252－7585）　

※当協会ホームページhttp://www.philanthropy.or.jp/からもお申込できます

	お名前・（ふりがな）
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	ご所属先
	
	部署・お役職
	

	○で囲む
	一般（企業・団体・個人） 　会員（企業・個人） 　学生　　その他（　　　　　　　　　　　）

	TEL
	
	FAX
	

	E-mail
	
	懇親会
	参加　　 　不参加　


第１８９回　フィランソロピー定例セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　





　











※終了後、同会場で１時間程度の懇親会を行います（参加費3,000円）





『ＣＳＲを根付かせるためには ー日米企業の事例から学ぶー』








【日　時】　　 ２００４年１１月２２日（月）　１５：００～１７：００ セミナー


※セミナー終了後、１時間程度の懇親会開催


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【講　師】　　　梅津光弘氏（慶應義塾大学 商学部 専任講師）


























【内　容】 　　  「ＣＳＲを根付かせるためには ー日米企業の事例から学ぶー」　　　　


　　　　　　    　　　・日米企業のＣＳＲ推進における比較


　・日米を中心に多様な企業事例から、企業倫理やＣＳＲの実効に向けての方策を考える�　                 ・自社にＣＳＲを根付かせるためにフィランソロピーはどのような役割を持つのか。　など��





※慶應ビジネススクール兼任講師、明治大学商学部兼任講師、 日本経営倫理学会理事、経営倫理実践研究センター主任研究員、東京電力企業倫理委員会委員


＜プロフィール＞


１９８０年、慶應義塾大学文学部卒業。９０年、シカゴロヨラ大学大学院博士課程（企業倫理学）修了。Ｐｈ．Ｄ．（博士号）取得 。イリノイ大学、シカゴロヨラ大学、ノースウェスタン大学等で教鞭をとるかたわら、シカゴを中心にアメリカ企業への経営倫理コンサルテーションを行う。


専門は企業倫理学、経営社会政策論、応用倫理学。


著書『ビジネスの倫理学』(丸善)、共著『企業倫理と企業統治』 (文真堂)　他





主催：（社）日本フィランソロピー協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 協力：三井物産株式会社  


　

















